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二
〇
二
一
年
一
月
二
十
五
日 

次
号
は
四
月
発
行
予
定 

 

編
集 

逗
子
市
環
境
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
景
観
課 

 

協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
五
十
字
以
内
の 

景
観
に
関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

息
子
た
ち
も
帰
省
せ
ず
、
離
れ
て
暮
ら
す
親
た
ち
に
も
会
い
に
行
け

ず
、
お
節
料
理
は
用
意
し
た
も
の
の
、
か
つ
て
な
い
静
か
な
静
か
な

正
月
休
み
だ
っ
た
。
一
年
前
に
誰
一
人
今
日
あ
る
姿
を
予
見
で
き

ず
、
即
ち
、
一
年
後
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
誰
も
予
想
出
来
な
い

こ
と
に
な
る
。
人
類
の
進
歩
っ
て
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
か

し
た
ら
、
私
た
ち
は
か
な
り
驕
り
高
ぶ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
知

ら
な
い
う
ち
に
。 

 

そ
ん
な
世
の
中
の
不
安
の
中
、
逗
子
の
美
し
い
自
然
が
ど
れ
ほ
ど

心
を
癒
し
て
く
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
海
岸
に
出
れ
ば
、
広
い
空
と

広
い
海
が
あ
る
。
風
に
吹
か
れ
て
佇
め
ば
、
刻
々
と
雲
は
流
れ
そ
の

表
情
を
変
え
て
行
く
。
冬
場
は
た
い
て
い
富
士
山
の
姿
も
眺
め
ら
れ

る
。
平
日
の
昼
間
、
海
辺
で
遊
ぶ
幼
子
と
若
い
父
親
の
姿
を
見
か
け

る
と
、
微
笑
ま
し
く
な
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
子
の
寝
顔
を
見
る
だ
け

だ
っ
た
逗
子
都
民
の
勤
め
人
に
と
っ
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
在
宅

勤
務
は
、
す
ぐ
に
成
長
し
て
し
ま
う
子
ど
も
と
の
貴
重
な
共
有
時
間

を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
地
方
で
ワ
ン
オ
ペ
育
児
だ
っ
た
私
に

は
、
心
の
底
か
ら
羨
ま
し
く
思
え
る
。
ま
た
、
海
辺
で
も
ま
ち
か
ど

で
も
、
ご
み
を
拾
う
人
の
姿
を
よ
く
見
か
け
た
。
こ
の
町
は
住
ん
で

い
る
人
々
も
ま
た
素
敵
だ
。 

 

こ
の
得
難
い
経
験
の
中
で
、
限
り
あ
る
人
生
で
自
分
に
と
っ
て
何

が
本
当
に
大
切
で
あ
る
か
を
し
み
じ
み
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
さ
し

あ
た
り
、
こ
の
春
か
ら
は
、
夫
に
も
う
少
し
優
し
く
す
る
つ
も
り
で

い
る
。 

『
新
婚
再
び

』 

 

三
月
に
大
学
を
卒
業
す
る
末
娘
が
家
を
出
る
こ
と
に

な
り
、
三
十
年
ぶ
り
に
夫
婦
二
人
の
生
活
に
戻
る
こ
と

に
な
り
そ
う
だ
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
離
れ
て
暮
ら
す

「夕陽」 小山 菜摘 

「亀岡八幡宮の亀とお節の伊勢海老」 

文
・
絵 

小
山 

涼
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字（あざ） 新宿 逗子 桜山 久木 小坪 沼間 池子 山の根 合計 

応募件数 32 20 10 ６ ４ ４ ３ １ 80 

瓦版編集担当 逗子市環境都市部まちづくり景観課  

瓦版のバックナンバー・瓦版冊子は逗子市庁舎一階、まちづくり景観課窓口、市民交流センターに配架しています。 

逗子市HPやフェイスブックも見てね！ 

2020 年８月１日から 11 月 30 日にかけて募集した景観条例に基づ

く表彰制度「まちなみデザイン逗子賞」。募集開始から２ヶ月後の

10 月１日の時点で０件と、ハラハラし通しでした。しかしその後、

市民の皆様からたくさんのご協力をいただき、最終的には、総数な

んと８０件ものご応募をいただきました。本当にありがとうござい

ました！ 

今後は事務局・市民団体で協議して認定を行い、その後景観審議

会で表彰対象を決定していきます。決定したら報告しますので、楽

しみにしていてくださいね！ 

たくさんのご応募本当にありがとうございました！！ 

詳しくはまちづくり景観課のＨＰまで！ 

☛ 検索 

「まちなみデザイン逗子」は市と市民団体『ほととぎす隊景観

部会』が共同作成しました。身近に出来る景観づくりのヒン

トがわかりやすく、イラスト付きで書かれています。 

小坪小学校入口の三猿 ～逗子で「うし」を探そう～ 

 ひとりで密にならず、テクテク歩きながらの楽しみをご提

案。今年の「丑年」にちなんで、逗子の町で「うし」をみつ

けてみませんか。店の看板、店のメニュー、牛の雑貨など。

亀岡八幡宮のケヤキのコブが「牛の顔に見える」や、明治時

代には逗子市逗子に「牧場」があったという情報もありま

す。 

「紡氣」（逗子市逗子 5）2階では 1月末まで、「逗子周辺

の牛情報マップつくり」をしています。市民の皆さんから情

報を寄せてもらい、共有する取り組みです。 

ひとり    まちあるき 

とこ とこ 

前回の田越明神社内の庚申塔が彫られて、二十四年後の元禄十二年 

（１６９９）と記された庚申塔の三猿に出会いました。 

それは小坪小学校入口のバス停近くのほこらに、大切に祀られていまし

た。馬頭観世音像、墓石なども含め十七基位石造物が二列に整然と並んで

います。昭和四十九年の「路傍の石仏その一」には道端にあったとあるが、

新しくほこらを作り、付近の石造物を集めて守られているようでした。 

 『駒型の塔で、日月をいただき、

一面六臂の青面今剛像は合掌して、

右二手に矛と矢を左二手に輪宝と弓

を持っている。三猿は、中央に前向

きの「聞かざる」を配し、右手で口

を押えた「言わざる」と左手で目を

おおった「見ざる」が横を向いた姿

で、これをはさむ。』と表記されてい

ました。こちらの三猿は、ユーモラ

スな体や手の置き方が実に可愛いの

です。悪戯っぽい目は、今すぐにで

も動き回りそうな気配で楽しい三猿

です。 

イベントやスポット

をご紹介します！ 

まちなみデザイン逗子賞 

字別応募件数 

文・絵 田中 慶美 

まちなみデザイン逗子賞 

自薦いただいた 

建物（外構など） 

他薦いただいた 

地域の緑化活動 

こんな応募がありました！ 


